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～KAKENHI～」として，平成 30 年 8 月 4 日（土）に民族薬物資料館で中学生・高校生を対象
とした和漢薬体験プログラム「和漢薬ってこんなに身近にあったんだ！～生活に溶け込んでい
る薬用植物～」を実施した。参加者は 21 名（高校生 10 名，中学生 11 名）。 
  
Ⅵ）一般公開 
 第 32 回民族薬物資料館一般公開：平成 30 年 10 月 21 日（午前 9 時 30 分～午後 4 時） 
 「生薬とその環境 ―近年 50 年の変遷―」と題し，甘草と人参に関する特別展示を行うと
共に，㈱栃本天海堂の山本豊氏を講師として招き，『生薬の流通の現状と変遷について』とい






















◇学会報告 （*: 特別講演，シンポジウム，ワークショップ等） 
 1) 毛利千香．色材藤黄の研究―収穫方法と植物種について―．文化財保存修復学会第 40 回




文化財保存修復学会第 40 回大会; 2018 Jun17 ; 高知． 
 3) 小松かつ子，出口鳴美，伏見裕利，入口敦志，相田満，岩橋清美．民族薬物データベー
スから江戸時代の古典籍『広恵済急方』情報を発信．大学博物館協議会；2018 Jun 21; 香
川． 
◇原著論文 
 1) Douglas J.G., Kavich G., Mori C., Wallace D., Barden R.: Materials Characterization of the Ruby 




タベースから『広恵済急方』情報を発信－」．国文学研究資料館 ふみ 第 10 号 p.10；2018 
Jun；富山． 
 2) 毛利千香．加賀能登薬草シンポジウム植物観察会，観察会講師; 2018 Jun 24.;金沢大学． 
 3) 毛利千香．藎草―本蔵書の記載を元に、その利用と歴史を探る―．日本漢方生薬ソムリ
エ協会講習会; 2018 Jul 29 ; 富山大学． 
 4) 小松かつ子．平成 30 年度ひらめき☆ときめきサイエンス～ようこそ大学の研究室へ～
KAKENHI「和漢薬ってこんなに身近にあったんだ！－生活に溶け込んでいる薬用植物
－」．日本学術振興会；2018 Aug 4；富山大学． 
 5) 小松かつ子．体験実習「和漢薬鑑定に挑戦」．第 23 回和漢医薬学総合研究所夏期セミナ
ー；2018 Aug 7-8；富山大学． 
 6) 久保山友晴，毛利千香．体験実習「丸薬作りと資料館見学」第 23 回和漢医薬学総合研究
所夏期セミナー; 2018 Aug 7; 富山大学． 
 7) Mori C. The Studies of the Yellow Pigment Gamboge: Southeast and South Asian Variations. Research Talk; 2018 Aug 16; Freer Gallery of Art and Arthur M. Sackler Gallery, Smithsonian 
Institution. 
 8) 小松かつ子，毛利千香．現地学習（民族薬物資料館）．平成 30 年度富山市民大学講座「生





 Ⅰ）見学者（2018 年 4 月 1 日 ～2019 年 3 月 31 日） 
  来館者総数：1,222 名（日本人  1,036 名，外国人 186 名） 
  案内総回数：  95 回（日本人       75 回，外国人  20 回） 













    【国内】文部科学省，日本学術振興会，衆議院議員，県議会議
員，国公私立大学 12 校，国内公立高校 9 校，富山市民大学
講座，富山市，製薬関連企業他 
   
 Ⅱ）民族薬物データベース（2018年 4 月 1 日 ～2019 年 3 月 31 日） 
  ア ク セ ス 数 ： 25,283 件  
     
 Ⅲ）証類本草データベース（2018年 4 月 1 日 ～2019 年 3 月 31 日） 
  ア ク セ ス 数 ： 6,111 件  
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